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さ っ で こ
太鼓と呼ばれる。入鉦と先太鼓の地位
に就くには、経験を積んで技量を磨き上げるとともに、伝承地域への社会的貢献も示していか
なければならないとされる。麓では、鉦打は太鼓打の経験を積んだ熟練者より選ばれるため、
入鉦を頂点とする階層構造が輪太鼓踊と伝承地域の後継者を育成する仕組みとして機能して
いる＊４。
　麓輪太鼓踊の調査を始めて間もない平成10年、伝承地域にある宮崎県立飯野高等学校の男子
生徒が麓輪太鼓踊を習い、宮崎県高等学校総合文化祭の郷土芸能の部で発表した経緯を取材し
たことがあった。10月冒頭の本番に向けて、夏前頃から稽古が開始され、当時の保存会々長谷
口基義氏を中心に、太鼓打、鉦打としての現役を退いた高校生にとっては祖父世代に相当する
保存会メンバー、現役の入鉦担当者が師匠として指導に当たった。常日頃から、谷口会長が「最
近の若い者は厳しい稽古をしたのでは集まらないが、厳しい稽古をしなければ踊りが様になら
ない」と口にされていたので、高校生の心成しかヘラヘラしているように見える態度や口の利
き方が気になった。
　しかし、本番の発表では、高校生は見事に変身していた。短い期間で麓輪太鼓踊を習得し、
高校生らしい脚力を利かせた踊りを披露した。着物、毛頭、手甲、脚絆、草鞋を身に着け、太
鼓を胸に据え、矢旗を背に立てることは踊り子自身ではできない。身長の３倍程もある矢旗を
背に負っている上体を左右に大きく捻りながら豪快に跳躍する踊りが太鼓打の見せ場であるの
で、どんなに激しく動いても、背の矢旗も胸の太鼓もズレたり外れたりしないように、経験者
が２〜３人がかりでしっかり装着しなければならない。師匠達より装着の世話を受ける際、高
校生は「師匠」と親しげに呼びかけ、視線を合わせてお願いとお礼の言葉を発し、剣道の上位
有段者のごとく背筋をまっすぐに伸ばした姿勢を保てていた。しかも、装着の世話をしながら
師匠達が言って聞かせる本番での要領や励ましに、真剣な表情で応じていた。
　高校生の師匠となった保存会メンバーは、自分達で獲った猪を焼肉会で馳走して、孫のよう
な高校生と親睦を図るなど、現代の若者に苦言を呈しながらも、やんちゃな高校生を掌握する
指導力を発揮した。その指導力は、宮崎県高等学校総合文化祭という晴れ舞台で太鼓打、鉦打
として立派に発表できるまでに高校生の技量を鍛え、世代を超えてコミュニケーションを取る
ことができる社会性をも引き出した。麓輪太鼓踊が民俗芸能の後継者を鍛え、地域社会の後継
者をも育成する社会装置であった証左である。以下に、民俗芸能という社会装置を通過して、
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地域コミュニティの中核としても尊敬されている麓輪太鼓踊の師匠達への敬意を籠めて書いた
拙稿を引用しておく。
　このような重要な役割を任されるには、日頃から輪太鼓踊の技量を高める意欲と責任を
示すことは勿論のこと、それ以上に重要なこととして地域社会への深いコミットメントが
必要である。その意味では、踊りを通して地域への奉仕と献身の態度が試されているわけ
であり、輪太鼓踊は、地域への主体性を試すことを企図して仕掛けられた実験装置である。
それゆえに、入鉦や先太鼓の地位に就くことは地域の人々の大きな尊敬を集め、彼らにとっ
ても誇りに値することなのである＊５。
　したがって、教員、保育者を目指している学生へ、教育・保育現場における民俗芸能の活用
のあり方を挙げる際には、学校や幼稚園へ師匠をゲストティーチャーとして招聘することも薦
めるが、自分自身、あるいは子ども達を伴って、伝承の場である保存会において直接、丸ごと
教えを乞うことがより有効であると説得したい。そこが、もっとも社会装置としての民俗芸能
が巧妙に機能する場だからである。
６．身に付け方を身に付ける
　宮崎県西都市に伝承されている尾
八重神楽では、夜神楽本来の形態で
あったと思われる家単位による伝承
が今もって堅持されている。尾八重
は、宮崎県内の夜神楽伝承地のなか
でも過疎化が進んでいる地域であ
る。伝承地域内の小・中学校が廃校
となって久しく、夜神楽は廃校と
なった尾八重小学校の運動場で執行
されている。数年前、宮崎県が口蹄
疫禍に襲われ、おびただしい数の家
畜が殺処分されたが、極めて貴重な
県のブランド「宮崎牛」の種牛が避
難した先が尾八重であった。それ程、
尾八重の過疎化は昂進している。当
然のことながら、夜神楽の後継者確
保も厳しい状況にある。特に、筆者
が調査を始めた十数年前頃は、限ら
れた数の祝子で夜神楽33番を執行し
ていて、10番以上もの演目を舞って
出ずっぱりの祝子もいた＊６。現在、
後継者確保が容易になったとはいか
ないものの、家単位による伝承であ
る「持ち神楽」の仕組みが奏功して、
若い祝子が育っている。
　夜神楽の伝承は、選ばれた（祝子
初舞台の舞「花鬼神」（尾八重神楽）
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株を所有する）家系による父子相伝で維持されてきたが、伝承地域の人口減少に伴い、広く後
継者を募り、保存会などを結成して集団での後継者育成に転換されてきた。多くの伝承地域が
家系から保存会へ伝承の軸足を移していくなか、地域住民や尾八重神楽を支援する人々の組織
化を図りつつも、尾八重神楽では父から子、子から孫へ、家ごとに受け継ぐことに拘ってきた。
　貴重な種牛の避難先になるほど過疎化した地域では、職を得て、配偶者を見つけ、子どもを
産み育てて夜神楽の後継者として育成していくことは酷く困難なことである。しかし、尾八重
神楽では家が習いの場であるため、生活の拠点を伝承地域外に定めても、夜神楽の技量を身に
付け、磨くことができた。
　かつて、尾八重神社宮司の中武貞夫氏が子息の敦夫氏に「手
たちから
力」の稽古をつける場面を観た
ことがある。父子ならではの、実に厳しい稽古であった。一通り舞った後、幣と鈴を持った腕
を高く掲げる動きを、父である貞夫宮司より「違う」「嘘ばっかり」と叱咤されながら、子息
の敦夫氏は幾度も、幾度も繰り返した。そのとき、ここまで突き詰めて稽古をするからこそ、
尾八重神楽の「持ち神楽」が成り立つと感じた。夜神楽の演目を覚え、父の眼鏡にかなう舞を
舞えればよいのではない。演目ごとの舞を確実に身に付けていくことを通して、尾八重神楽の
「型」を身に付けていくことこそ、習いの本願なのである。つまりは、尾八重神楽の「型」の
身に付け方を身に付けていくということである。そうなってこそ、自分の子どもに対して、父
として習いの場を持たせることができる。
　このことは、保育において子どもが生活習慣を獲得していくプロセスに等しい。生活習慣の
獲得においては、一つ一つ確実に獲得していくには生活習慣を実行する技能も必要であるため、
繰り返し行うことが求められるが、その繰り返しの過程において子ども自身が試行錯誤してい
くことを保育者が重視することと同じであるということである。ある生活習慣が身に付くとい
う獲得の結果だけを求めて子どもに対応していったのでは、一つの生活習慣の獲得はよいとし
ても、その獲得の過程において試行錯誤しながら学んだことを以降の生活習慣の獲得に生かせ
ない。子どもが上手にできたら認め、できなかったり分からなかったりしていたら保育者が一
緒にやってみることによって、獲得の仕方を獲得できるように導いていくのである。保育に限っ
たことではない。教育においても同様であろう。学び方を学んで、所謂、身体技法（身の習い）
を身に付けるということである。教育の過程、保育の過程を大事にしながら子どもを育てると
いうことについて、民俗芸能の伝承過程の解説から、教員、保育者を目指している学生の理解
を促していきたい。
７．まとめ
　夜神楽や太鼓踊の調査に巡りながら、舞踊教育学を専攻する者として心から希望しているこ
とは、夜神楽や太鼓踊を観る眼識を養い、伝承地域ごとの「型」を掴むことである。そのため
に、伝承過程に着目して、調査を継続してきた。例えば、銀鏡神楽の習いの場では、夜神楽本
番に向けて演目を一通り舞った後、師匠である武畩会長や武頭取がどのような手直しを指摘し、
どのような手本を舞って範を示されるかを筆者なりに予測して、その予測が少しずつ外れなく
なることを楽しみながら調査を重ねてきた。できるならば、そのような楽しみを保育表現技術
（身体表現）の授業などにおいて、受講生に対して生かしていきたいものであるが、実際には
難しい。どうしても、舞や踊りのみを教材として、日本の伝統的な舞踊の体験としたり、創作
ダンスのモチーフとしたりするのに止まってしまう。
　そこで、夜神楽の後継者育成の仕組みについて調査を進める共同研究者として、互いの共通
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理解も深めながら、民俗芸能をどのように小学校の体育や保育の表現にかかわる授業で活用す
べきかについて、次の手順によって論議・考察した。
　はじめに、学習指導要領および幼稚園教育要領等の変遷を概観し、教育・保育現場において
は、人間関係の希薄化や地域存続の危機を背景に、地域社会の再生を図る「伝統と文化」学習
の必要性が年々高まってきていることを確認した。次に、教育・保育現場への民俗芸能の導入
の意義としては、「子どもの運動能力の多面的な発達」「子どもの表現力、社会性の育ち」「民
俗芸能の後継者としての自覚の芽生え」「子どもの地域への愛着形成」「地域社会の活性化」な
どであることを研究者らの報告をもとにまとめた。最後に、宮崎の夜神楽、太鼓踊の伝承過程
のエピソードから、教育・保育現場における民俗芸能の活用のあり方を考察した。
　結論として、伝承過程に着目して民俗芸能の調査・研究を継続している者としては、研究者
らが教育・保育現場における民俗芸能の導入事例から提起している導入の意義に、民俗芸能の
後継者育成の仕組みを継承することを加えたい。後継者育成の仕組みは、民俗芸能の舞い手や
踊り手を育てるだけではない、伝承地域の将来の担い手をも育てるもので、地域独自の人材育
成システムにほかならない。このシステムは、地域の文化であり、地域が継承すべき伝統であ
る。銀鏡神楽の習いのような民俗芸能の伝承場面である人材育成システムが機能している場に
立ち会うと、その巧みさに驚き、このような場を失くしてはならないと切実に思われる。教員・
保育者養成課程においても活用したいし、活用すべきシステムである。そのためには、具体的
な教育・保育現場の実践事例をさらに収集・検討するとともに、筆者ら自身が教育・保育者養
成課程において指導計画を作成、実践したことを提示しなければならない。今後の研究課題と
して、実行に努めていきたい。
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とした姿によって、伝承地域の将来の担い手を育てる社会装置としての民俗芸能が子ども達に
とっても非常に魅力的であることが見て取れます。
　なお、本研究はJSPS科研費 JP16K01645の助成を受けたものです。
注
＊１　 宮崎県内には国の重要無形民俗文化財（国指定）となっている夜神楽が４つある。銀鏡神楽は「米良神楽」
として単独指定されているが、高千穂町内に伝承されている約30の夜神楽が「高千穂の夜神楽」として、
椎葉村内に伝承されている約26の夜神楽が「椎葉神楽」として、高原町に伝承されている２つの夜神楽が「高
原の神舞」として、それぞれ集団指定されている。現在、米良山中に伝承されている西米良神楽、尾八重神楽、
中之又神楽が記録作成等の措置を講ずべき無形民俗文化財（国選択）に指定され、国指定に向けた調査が
始まっているため、銀鏡神楽も集団指定になる可能性が高い。
＊２　参考文献９．参照
＊３　参考文献９．30頁
＊４　参考文献10．参照
＊５　参考文献10．55頁
＊６　参考文献11．参照
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